
 

 

 

 

 
 
 

こども『エコ活。』大作戦！2013 
～児童の『エコ活。』が国内外の環境保全へとつながります～ 

 

 市内小学生（３～６年生）の児童の皆さんが夏休み中、地域や家庭

で省エネや生物多様性、３Ｒをテーマとした環境行動に取り組みます。   

 「使っていない家電のスイッチを切ったり、コンセントをぬいたり

しよう。」や「木や花を植えて、緑を増やそう」など「エコライフ・

チェックシート」（別紙参照）を用いて、７つの『エコ活。』にチャレ

ンジします。（昨年度は、１６１校 27,885 人が参加） 

 

 また、児童がチャレンジする『エコ活。』を応援するため、横浜市

環境保全協議会及び横浜商工会議所（企業の社会的責任委員会）の会

員企業の皆様が協賛金を環境保全活動に寄付します。 

 協賛金は、国連の食糧支援機関「国連 WFP」が行っている中央ア

ジアのタジキスタン共和国での植樹活動と東日本大震災で被災した

東北の海岸林を再生するプロジェクトに役立てられます。 

 児童の『エコ活。』が国内外の環境保全へとつながる取組です。 

 

  ■協賛金により支援する内容は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※代表児童から市長へ、夏休みの取組について報告する「結果発表会」の開催を 11 月に予定して  

 います。 

 

 

 

問合せ先 

環境創造局政策課環境プロモーション担当課長 遠藤 寛子 Tel 045-671-3830 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料

平 成 2 5 年 ７ 月 1 8 日
環 境 創 造 局 政 策 課

タジキスタン共和国の学校で果樹植樹 

（国連の食糧支援機関「国連ＷＦＰ」） 

 学校で果樹を植えることで、生徒が樹を育て

ながら環境保全の重要性を学び、果実を食べる

こともできます。さらに、地域や学校の人々に

も環境を大切にすることの重要性を認識しても

らえます。（写真提供：©WFP）                      

                                          

 

 

 

 

 

                                         

宮城県での海岸林再生プロジェクト 

（公益財団法人オイスカ） 

 東日本大震災により被害を受けた宮城県の海

岸林。宮城県下だけでも、600 万本（オイスカ試

算）以上のクロマツ等の苗木が必要と考えられ

ており、将来の植林に向けての育苗を支援しま

す。（写真提供：公益財団法人オイスカ） 

     

 

 

 

                            

                                          


